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例

一
、
並
に
掲
げ
る
の
は
、
次
の
典
籍
の
現
存
部
分
全
巻
の
写
真
回
版
、
並
び
に
そ
の
模
写
翻
刻
で
あ
る
　
（
表
文
書
の
　
「
管
見
記
」
　
に
は
、
既
に
複
製
が
あ

る
の
で
割
愛
す
る
）
。
1

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
　
「
管
見
記
」
　
紙
背
無
注
本
文
選
巻
第
二
　
（
図
書
番
号
　
特
二
〇
六
）

、
右
頁
の
写
真
は
　
「
管
見
記
」
第
百
五
巷
・
第
百
二
巷
の
順
序
に
掲
げ
、
第
百
二
巻
に
含
ま
れ
る
　
「
自
氏
文
集
」
巻
第
一
六
断
巻
は
割
愛
し
た
。
ま
た

第
百
五
巻
初
行
よ
り
、
第
三
四
行
に
至
る
紙
面
の
下
半
、
及
び
第
百
二
巻
の
全
紙
に
亘
り
、
裏
打
が
施
さ
れ
て
甚
だ
鮮
明
に
欠
け
る
が
、
原
姿
の
ま
ま
を

示
す
こ
と
と
し
た
。

l
、
左
頁
の
翻
刻
は
、
可
能
な
限
り
原
本
の
面
目
を
損
わ
ざ
る
よ
う
努
め
た
が
、
単
色
版
で
あ
る
為
に
、
便
宜
以
下
の
如
き
処
置
を
と
っ
た
。

仙
翻
字
に
当
り
、
別
体
の
漢
字
・
仮
名
は
原
本
の
通
り
と
し
、
誤
写
・
誤
脱
・
補
入
・
見
せ
消
ち
も
原
本
の
体
裁
通
り
と
し
て
、
何
ら
の
私
意
を
も
加
え

て
い
な
い
。
但
し
、
普
注
・
付
訓
に
関
し
、
巳
む
な
く
そ
の
位
置
に
若
干
の
ず
れ
が
生
じ
た
場
合
の
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

聞
訓
点
に
は
、
墨
・
朱
・
角
の
三
種
が
あ
り
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
と
墨
仮
名
は
相
互
に
対
応
す
る
。
ま
た
墨
仮
名
に
は
ほ
ぼ
四
筆
が
区
別
さ
れ
る
。
そ
の

加
点
順
序
は
、
小
林
芳
規
博
士
の
御
示
教
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、
墨
第
一
筆
と
朱
筆
（
第
一
次
）
、
角
筆
（
第
二
次
）
、
墨
第
二
筆
（
第

三
次
）
、
墨
第
三
乃
至
第
四
筆
　
（
第
四
次
）
　
と
な
る
。
本
稿
に
於
て
は
、
こ
れ
ら
を
弁
別
す
る
表
記
上
の
手
段
が
無
く
、
且
つ
加
点
者
も
ほ
ぼ
同
人
で
、

加
点
時
期
も
相
接
し
て
い
る
と
推
考
さ
れ
る
の
で
、
墨
・
朱
・
角
の
三
筆
を
区
別
す
る
に
止
め
た
。
ヲ
コ
ト
点
の
星
点
・
漢
字
声
点
・
音
訓
合
符
は
朱

筆
、
そ
れ
以
外
の
仮
名
及
び
ヲ
コ
ト
点
の
線
点
・
鈎
点
・
普
訓
読
符
・
合
点
は
墨
筆
の
原
則
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
原
則
に
外
れ
る
も
の
、
並
び

に
角
筆
点
に
つ
い
て
、
翻
字
誰
に
於
て
表
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

刷
漢
字
声
点
は
原
姿
の
ま
ま
圏
点
で
示
し
、
星
点
と
容
易
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
。

㈲
破
損
や
切
損
及
び
惹
敗
の
箇
所
で
は
、
痕
跡
ま
た
は
残
画
に
よ
っ
て
解
読
可
能
の
も
の
に
限
り
、
〔
〕
　
に
括
っ
て
示
す
と
い
う
形
態
上
の
変
更
を
加

え
た
。

㈲
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
解
読
不
能
の
箇
所
は
、
口
に
括
っ
て
表
示
工
た
。

㈲
前
号
の
場
合
、
九
条
家
本
・
集
注
本
等
に
拠
り
、
私
に
文
字
を
推
定
し
た
場
合
、
当
該
文
字
を
小
字
で
口
内
に
填
め
て
お
く
こ
と
と
し
た
。

聞
写
真
図
版
と
翻
字
本
文
と
の
対
照
の
便
宜
と
し
て
、
各
行
の
頭
に
通
し
番
号
で
行
数
を
付
し
た
。
ま
た
紙
継
ぎ
の
箇
所
を
明
示
す
る
為
に
、
（
第
何

張
）
　
の
如
き
注
記
を
施
し
た
。

㈱
翻
字
本
文
で
正
確
を
期
し
難
さ
箇
所
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
柄
を
潮
字
詰
に
記
し
た
。

一
、
所
用
の
仮
名
字
体
麦
及
び
ヲ
コ
ト
点
図
　
（
小
林
芳
規
博
士
作
成
の
も
の
）
　
は
、
次
頁
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

（
付
記
）
　
本
稿
作
成
に
際
し
、
昭
和
五
八
年
七
月
と
翌
五
九
年
三
月
の
両
度
、
都
合
六
日
間
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
於
て
原
本
と
の
照
合
を
行
っ
た
。
原
本

の
披
閲
を
願
う
に
際
し
、
平
林
成
皿
得
・
森
　
県
両
氏
の
御
芳
情
を
恭
く
し
た
。
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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勿
萄
l
天
野
声
㈲

加
数
－
冬
頃
デ
イ
㈲

加
俸
準
廟
承
－
者
か
痺
励

血
ぜ
－
鼻
息
去
」
′
し
㈲

血
衝
－
多
気
⑰
、
盈
盈
考
／
し
㈲

∵
1
一
・
′
・
・
∴
7
‥
与
∴
∴
、
l
・
升

封
燭
－
牢
屋
タ
、
産
疎
が
⑥

夏
廣
－
〆
参
ノ
㈲

箪
次
－
カ
瘡
「
デ
カ
′
r
㈲

∴
工
－
、
．
車
J
・
∵
十
．
∵
神

立
藍
－
付
剖
ご
齢
、
庭
風
雪
r
励

出
前
－
辞
声
・
々
厚
子
わ
し
㈲

圭
一
∫
－
∴
∵
歌
㌦
一
－
㍉
㌧
骨

一
〇
一
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莞
竿
産
各
室
瓦

頭
慶
丁
草
原
ダ
わ
し
⑪

頭
倉
1
蔚
声
、
石
席
ダ
ム
卸

蝕
終
－
左
下
痺
√
汐
、
産
衣

去
「
ご
⑥

厨
教
－
タ
嵐
風

正
常
1
村
封
ご
㊨

瘍
夜
丁
碕
剖
初
≠
才
㌣
′
／
ダ

甚
ト
音
キ
・
「
ど
一
放
八

郎
琴
・
1
滴
－
倉
及
選
考
『
r

璃ギ
臆
I
や
穫
クl
り
了
㈲

曾
㌣
l
及
各
室
し
㈲

身
酪
－
杉
原
己
ヤ
♪
㈲

∬
裟
1
メ
ア
∴
軍
務
ゾ
ウ
初

台
変
1
右
健
吉
㈲

朗
恭
I
を
府
ギ
書
初

郎
鋒
－
芦
ゑ
⑥
、
教
書
雲
r

㈲
朗
寿
－
方
庸
己
♪
、
定
凰
え

「
一
し
㈲

㊥
教
－
何
れ
ヅ
ノ
下
∫
飾

．
シ
・
幸
・
－
七
千

血
二
か
－
空
音
ラ
あ

〃
喩
－
在
席
√
わ
卸
、
牽
官

吋
．
・
二
㌧
・
日
．

〃
叡
－
在
席
が
わ
あ

〃
妥
－
在
席
到
P
L
ヤ
木

ト
プ
H
J
ノ
か
え
ハ
㈲
筆
ノ

上
ュ
⑥
筆
ヲ
吏
ス

〃
嵐
一
l
革
獲
子
牛
斉
憲
貰

J
r
㈲

〃
癒
－
六
軒
レ
チ
▼
　
カ
下
府
√

ノ
J
⑯

〃
直
し
夢
庭
草
∵
友
瘡
タ
、

友
尊
亨
し
⑨

お
萩
－
声
凰
⑰

お
威
1
舟
利
親
周
逐
電
休

診
ノ
鼻
声
ア
リ

お
風
上
風
－
を
盈
凰
丈
「
一
r
J
L

㈲
経
常
－
吋
訓
J
ク
′
下
〆
ヲ

繍
7
㈲

鍬

葺

－

蔓

警

雪

ラ

あ

継
承
車
1
産
直
え
ノ
ラ
し
⑥

故
是
1
号
青
嵐

鎗
堵
…
礪
－
会
友
盈
え
」
う
」

㈲
碁
を
－
局
線
が
わ
し
㈲

鎗
礪
－
彪
下
府
「
r
㈲

坐
竺
・
斬
中
田
－
教
官
在
盈

一
〇
二

鼠
J
r
J
L
J
ち
し
㈲

坐
甲
⊥
慧
昔
夢
宜
窯
侮

り
彪
－
友
盗
泉
J
r
㊨

命
灸
－
㌔
タ
、
局
療
∫
御

霊
で
庭
草
た
車
彗
し
⑧

讐
堅
牢
立
憲
京
「
ノ
r
J
L
㈲

∵
前
・
．
∴
十
・
・
㌧
尋
／
ノ
巧

走
者
・
琵
初
メ
ゴ
チ
ト
音
キ
、
之

ヲ
別
命
、
玖
竺
7
㌦
7
〃
己
ト
音
ク

甜
坐
主
力
癖
が
㈲

率
咋
「
天
爵
声
卸

粛
範
r
声
占
義

朗
早
蕨
7
者
彦
凰
乞
う
し
㈲

タ
か
裁
断
「
肴
及
鳳
凰
J
r
了
〆
㈲

蛮
威
－
戸
風
⑰
　
診
療
ゴ
l
 
J
㈲

搾
取
－
付
利
J
㊨

∵
イ
・
．
．
∴
ハ
・
」
車
＝



ガ
虜
つ
鍬
県
ガ
力
め

γ
穿
丁
羞
虜
が
♂
仰

望
砦
丁
立
冬
菩
ち
し
⑥

〃
畝
1
方
席
J
卿
⑨

冗
不
・
・
・
凰
－
各
空
曹
亨
ン

璃
こ
†
㌧
＼
♪
・
∵
∵
・
・
∴
㍉

俊
過
－
盗
泉
J
L
齢
、
右
下
虜

〆
〆
㈲

男
卑
⊥
慧
㌫
嵐

骨
華
叙
－
在
官
執
政
凰
J
′
し
㈲

匂
衝
－
在
壊
れ
J
L
卿

か
痛
・
・
・
膏
1
各
鼻
息
凰
J
r
J
L

㈲
脅
痺
－
右
下
療
1
也
′
だ
㈲

乃
春
7
友
虜
ダ
ク
⑥

雅
礫
－
汎
お
れ
ガ

∵
庫
・
．
イ
∴
†
∴
：
J
・
ヤ

舛
解
翠
1
年
尊
号
ら
し
⑨

オ
癒
－
カ
虜
が
き
⑥

貯
木
呼
物
－
参
宮
盈
盤
古
亨
r

J
『
ご
㈲

∵

．

ぐ

　

㌔

∵

・

∴

∴

㌧

∴

∵

J
弓
『
ご
㈲

％
毅
菰
1
各
ゑ
追
考
r
J
L
㈲

房
就
－
屋
敷
ぎ
腺
ガ
、
石
村

封
」
ふ
ノ
下
す
ふ
う
威
フ
㈲

”
牽
…
承
－
を
友
且
考
う
し

【
均

嘱
診
数
1
♂
声
、
カ
府
ギ
ク
卿

ヽ

、

ノ

ガ
戴
－
声
凰
曙

切
線
…
廃
・
…
衆
1
各
留
盈
ゑ

」
一
し
「
一
L
J
一
し
㈲

ガ
数
1
濁
音
符
⑥

男
碩
－
友
嫁
ぎ
㈲

竹
焉
1
線
息
だ
り
L
齢
、
尋
産

声
、
竺
r
席
上
〆
⑥

可
鍵
－
付
則
産
声
萄
二
海
奄

（上）

と
し
」

劇
解
除
－
左
官
研
冬
雲
あ

竹
久
⊥
最
－
を
産
直
え
J
う
し
㈲
〆
励
仁
君
声
、
庖
痺
己
ィ
、

省
駄
1
㌔
声
㈲

邦
彦
T
カ
療
㌔
㈲

ガ
液
－
々
嫁
ぎ
㈲

ガ
草
薮
－
を
丘
軋
風
〆
1
／
し

方
冬
雲
し
㈲

平
方
1
〆
声
風
水
ガ

打
錮
－
よ
夢
を
放
浦
・
吋
射

鼻
声
妃
告
今
年
し
ぼ

文
選
巻
二
顔
露
謎
欄
翻
字
註

謝
泉
鍼
1
各
及
薗
考
r
J
L
㈲

斜
久
1
彦
獲
ふ
㈲

針
3
1
草
原
J
㈲

璽
学
風
I
を
在
風
見
ブ
了
㈲

お
顔
－
カ
庸
己
女
J
⑥

お
副
－
卒
園
声
収
、
考
埠
が
ク
㈲

錐
痺
1
舟
訓
初
メ
〆
ニ
ノ
し
ト
音
も

㌔
二
玖
ム

錐
率
・
・
壷
丁
を
牢
警
彗
一
ン
㈲

お
番
丁
〆
夕
　
方
瘡
己
イ
J
㈲

鉦
妃
1
度
凰
了
、
句
占
炭
措

辞
革
…
匪
1
を
及
盈
古
谷
『
r
㈲

彪
痢
「
彫
痺
ヂ
画

房
臥
つ
ぎ
声
・
カ
嫁
ぎ
㈲

必
庇
1
ヂ
参
ノ
御

感
軒
…
・
姥
－
倉
産
直
凰
J
r
J
L
㈲

彪
乾
－
左
下
傍
が
1
卿

一
〇
三
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必
準
…
夜
1
各
誓
警
誓
う
レ

嘱
彪
困
1
度
且
嵐
1
一
′
し
⑥

押
掛
－
彦
席
己
J
卸

町
薗
1
付
副
費
貫
亀
吉
辱
）

、
、
貧

J

〃

し

打
濁
…
、
貴
－
を
及
乱
古
宇
L
J
L

⑥
印
鑑
－
及
瘡
パ
オ
㈲

打
痺
…
寒
－
・
壷
丁
雷
雲
哀

占
㌻
う
ち
し
㈲

膠
藩
T
ヂ
声
、
石
原
グ
車
軸

館
内
－
メ
タ
、
石
原
バ
わ
し
㈲

喀
虔
－
警
告
さ
あ

H
．
〓
－
㍉
工
＝
潮

田
温
－
卑
躇
√
八
ム
ヤ
」
胤

の
腰
－
友
下
嫁
ぎ
㈲

鋼
畢
－
大
庭
声
㈲

網
枚
－
付
剖
産
声
ゴ
ヤ
写
冤

せ
・
し
ム
ル
オ
二
し

印
象
－
読
癖
薮
占
つ
し
、
其
7

下
記
J
㈲

射
者
I
を
圧
迫
患
「
J
J
r
㈲

引
取
司
－
を
庭
草
ラ
ン
㈲

彰
内
有
本
痺
－
各
官
夜
風
凰

賓
r
害
し
㈲

鰹
木
－
鳥
原
敵
え
虎
勝

．
十
い
∵
∴
八
㌧
　
√
・

甲
骨
－
庖
庸
√
〃
ぱ
㈲

∵
∵
－
十
二
・
じ
′
∴
・
・

打
者
1
付
利
衣
ノ
上
ガ
ム
カ

ヲ
繍
っ
㈲

窄
禅
－
戸
凰
⑯
、
方
痺
ご
ヤ

・
！
即

餌
ト
伍
着
弾
－
各
官
放
数
え

コ
写
し
コ
一
し
「
′
し
㈲

卿
癖
1
串
原
ブ
タ
命

貯
凱
1
㌔
声
、
石
原
〆
ぎ
㊨

貯
各
1
只
産
声
、
カ
瘡
ギ
フ

項
好
奇
－
♂
声
、
カ
痺
ご
ざ
㈲

％
娩
1
友
庸
√
〃
豆
舟

形
者
：
、
碗
「
各
軍
尊
号
も
し

㈲
払
鼎
－
付
訓
J
♯
〆
ト
音

放
線
有
言
ふ
∴
、
誉
犀
ず
、

・
一
∴
∴
．
㍉
㌣

％
啓
－
メ
匪
声
、
石
下
席
ギ

ヨ
謹
、
最
速
占
〕
レ
㈲

芦
丸
砺
－
を
在
尊
号
ち
」
⑪

鍵
田
1
度
癖
デ
コ
イ
J
㈲

一
〇
四

壁
営
－
彦
迫
凰
ヨ
融

9
7
壊
－
万
虜
ギ
♂
㈲

打
膿
－
舟
桝
J
ノ
上
ガ
イ
㈲

9
7
枚
…
凰
1
各
彦
逸
吾
う
L
㈲

診
姐
－
放
逸
ゑ
「
／
し
御

門
鯵
…
・
ク
ー
を
鼻
息
息
ノ
ラ
レ
㈲

門
歯
－
ヂ
庭
㈲

労
資
－
定
席
ギ
フ
㈲

9
9
粛
1
番
声
、
右
癖
急
㌢
ぐ
㈲

甲
戸
－
ぎ
タ
、
カ
虜
ブ
埼

叩
馨
－
付
則
ご
齢
、
石
腐
ヂ
L
L
㈲

仰
軌
・
・
・
多
紡
糸
i
・
匪
I
を
官
在
夜

風
コ
毛
『
′
L
J
ち
㈲

年
・
・
∵
ぺ
十
．
・
・
㌣

．
．
′
尋
－
‥
÷
㍉
．
・
骨

両
島
－
耳
酵
声
⑥

威
風
1
㌔
声
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成
東
・
・
：
礼
－
倉
卒
警
雪
L
f

㈲
∵
　
・
∵
．
十
．
・
日

成
せ
－
ズ
声
、
石
廊
♂
イ
㈲

∴
号
†
・
∴
∴
－
．
・
、
㍉
し
．
木

調
輝
…
箱
－
各
在
逸
阜
l
／
ら
L

㊥
了
∵
∵
り
　
∴
∴

倒
廟
1
メ
タ
、
茹
痺
ブ
J
㈲

′
．
節
．
㌦
㍉
′
　
㍉
十

仰
稀
－
ガ
タ
、
お
嫁
が
J
J
㈲

脚
礪
1
舟
糾
ゾ
ノ
下
す
サ
こ
し

ヲ
嵐
線
ス
陶

仰
放
…
顔
1
各
髪
苦
学
ラ
あ

禅
－
右
席
ご
ヤ
ク
㈲

廊
虜
－
す
ぎ
タ
、
カ
席
末
㈲

庸
虞
こ
こ
翠
l
・
・
貴
鳴
I
を
官
放

逸
彗
う
う
し
〆
㈲

オ
幣
ヂ
声
、
右
府
戸
P
㈲

廊
殊
－
戸
え
⑥
、
石
痛
己
ヤ

♪㈲・

通
象
丁
星
夜
1
舟
を
差
藁
葺

ヨ
し
「
r
J
r
㈲

仰
威
翠
…
彦
「
倉
官
産
直
凰

1
ら
『
r
㈲

仰
凄
丁
舟
訓
厨
／
下
ダ
カ
ヲ

癖
プ
㈲

増
殖
∴
毘
－
各
度
盛
凰
」
『
」

㈲
佃
丁
⊥
芸
盲
衡

刺
靡
1
付
利
老
考
尋
を
ね
登
膚
季
：
畢
・
藤
－
各
等
虎
魚

・
し

え
「
ら
『
1
r
㈲

文
選
巻
二
誠
㍍
瑠
鵠
翻
字
註

廊
骨
－
乾
草
放
珊

融
資
…
背
卜
各
務
盈
キ
二
し
ノ
レ

⑥
、
誉
・
」
・
・
十
∴
．
‥
∴
J

〝
痺
1
㌔
声
卸

㍉
・
！
－
∵
∴
・

〃
薗
1
放
車
線
ガ

〝
藍
色
I
を
圧
吾
〕
′
レ
」
レ
㈲

〃
同
ニ
・
・
股
I
を
産
直
鼠
J
『
／
し

卸．
十
・
．
∵
‥
．
H
．
∴

〟
衝
－
薇
嵐
玖
珠
、
革
質
ノ

庖
療
ピ
タ
㈲

ハ

・

ご

・

！

　

㌧

ル

佗
劾
－
£
㌢
、
庖
虜
言
動

空
で
螢
I
を
友
毯
ち
ら
L
㈲

佗
打
－
付
剖
J
飾

∴
∵
‥
∴
∴
∵
7
㌧

の
桁
毎
…
・
糸
車
こ
・
孝
…
・
有
人
－
オ

官
友
盗
泉
「
′
し
『
う
r
J
L
J
r
了
㈲

誓
為
孝
－
厨
膏
羞
瘡
パ
和

誰
尚
－
所
動
汐

1
！
下
ブ
ト
フ
ヲ
姉

款
㈲

招
素
濱
－
官
麟
放
逸
普
1
√
㈲

川
風
・
上
告
7
彿
官
卒
警
誓
う
」

「
．
・
仰

げ
足
－
・
－
・
舛
I
を
方
扱
え
J
r
J
L
㈲

通
犀
－
夢
産
声
、
在
席
ゼ
イ
卸

元
象
1
才
多
′
㈲

通
碑
ミ
・
壬
－
を
彦
冬
ち
ら
し
㈲

い
∵
：
、
．
・
．
、
、
．
十

∴
∵
・
．
∴
㍉
－
．
千

畑
所
賓
－
各
放
直
見
J
『
ご
⑩

周
或
－
應
腐
ゴ
り
7
去
月

一
〇
五
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膠
其
1
万
痛
〆
㈲

必
真
－
声
凰
⑰
、
友
傍
〆
J

伺
必
爽
－
声
さ
あ
、
庭
承
フ

㈲
必
韓
醇
－
各
友
直
毛
弓
し
㈲

成
覿
－
書
面

÷
「
中
∵
．
引
只
・

β
互
－
屠
多
軸

彪
午
へ
漸
入
）
1
号
あ

β
化
－
ぎ
声
㈲

霊
㌻
ふ
箭
才
力
ノ
上
ヂ
〓
L

ヲ
頑
プ
㈲

王
早
∴
－
の
・
・
て
・
二
．
芋
．
了
∴

僻
姓
賓
I
を
ゑ
盈
古
妻
L
J
L
㈲

好
あ
ー
㌔
声
、
カ
府
ゲ
P
㈲

オ
輝
－
〆
声
、
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－
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－
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⑥
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∴
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．
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右
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∵
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∴
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－
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草
原
不
し
角

一

一

一



鎌
　
倉
　
時
　
代

盛
儀
－
タ
患
⑥
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友
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∴
⊥
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∵
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友
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－
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．
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∴
∵
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－
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－
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∵

∵
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⑥
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－
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－
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／
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∴
∴
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萄
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＝
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友
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乳
－
椅
剥
J
励

沸
教
－
声
鼠
⑰

脚
線
－
上
濁
封
商
事
敏

郎
麿
1
度
凰
〆
泳
硝

二
才
－
∴
．
．
．
∵
・
・

仰
臥
－
声
凰
劇

軍
門
－
汲
東
⑯

・
1
　
リ
り
・
！
・
．
・
‥
十

脚
賂
奴
－
何
列
ビ
功
″
リ
ト
き

豪
放
、
奇
会
府
㈲
ノ
⊥
ニ

更
二
番
ヲ
愛
慕
止
、
威
ノ

雇
え
√
放
硝

初
山
－
桝
汲
薦
め
、
′
山
し
ノ

や
キ
署
寂
ア
リ
、
患
畝
禾

q
n
u
〃

中
車
－
∴
∴
・
∵
・
小

的
燈
－
声
ゑ
㈲

初
生
－
方
下
原
ュ
惑
東
ア
リ

予
・
「
∴
　
宜

脚
凰
－
放
泉
ノ
虎
置
ュ
、
澄

ノ
〆
印
ア
リ
、
麻
衣
不
明

位
列
丁
轡
盈
㌃
嵐

拇
史
丁
官
ノ
エ
巧
瑠
ア
リ

．
．
．
！
　
∴
∴
・
∵

劇
宥
っ
コ
富
ノ
ヲ
玖
消

∵

‥

・

い

－

・

申

∵

‥

‥

言

・

∵

l

・

文
選
啓
二
顔
琵
謎
欄
翻
字
註

千
・
十
ノ
り

財
政
－
線
鼠
だ
‖
J
劇

盛
者
1
線
凰
殊
璃

r
U
－
・
∴
・
‥
骨

倒
産
－
杵
到
武
＼
ム
し
ノ
上
二
「
／
し
プ

リ
、
落
水
芥
明

融
資
－
痺
東
風

命
礫
－
声
え
脇

細
上
I
f
声
飯
浦
、
ぎ
声
⑯

廊
且
－
敵
え
放
蛸

壷
骨
「
貌
ゑ
款
璃

叫
ユ
ー
タ
患
⑰

畑
山
－
酸
鼻
だ
ハ
㍉
酌

繊
度
－
両
班
符
齢

略
衝
十
訓
薗
緒
㈲

卿
畳
－
帝
都
鼻
考
等
な
透

郎
帝
1
声
泉
⑰

一

一

五
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一

一

六

棍
布
－
利
乾
痢
劇

似
再
－
萄
音
符
㈲

撼
苛
－
声
ゑ
膚

蔚
如
－
款
溶
路
璃

劇
変
－
婚
剖
鼻
声
′
官
牛
）
象
r

仰
伸
－
屠
常
澄
占
｛
♂
氷
消

却
時
－
及
瑚
遠
再
度
、
及
落

氷
解
引
甘
え
が
促
風
ト
見

ユ

相
磯
周
注
産
声
甘
芭
頂
一
つ
蓬

、
可
立
．
∵
∴

エ
止
－
・
・
∴
∴
十

の
匪
召
－
席
剖
√
二
二
p
ノ
上

ュ
パ
ァ
リ
、
蘇
畝
木
場

甥
老
丁
髪
等
嵐
、
草
符
利

が
ク
う
さ
及
、
ビ
お
嫁
列
ダ

・
∵
つ
・
上
．
パ
リ

甥
埼
－
村
塾
末
ダ
甚
放
消

甥
中
－
戸
鼠
㈲

柳
城
－
舟
到
着
声
瑞
茸
奄

－
∵
∵
㍉
．

÷
十
－
H
y
ト
言

「
叫
－
．
・
・
′
・
・

躯
闇
－
付
列
産
声
宅
ま
亨
隻

4
〕

都
南
－
教
え
⑥

備
考
－
付
訓
が
良
ビ
音
戎
疫
痢

マ
∴
リ
、
不
審

脾
燈
－
村
訓
ア
ヤ
し
ヤ
し
迩
放

∵
・
∵
・
÷
∵
．
・
・
∴

鋤
醇
－
診
妄
⑰

謝
儀
－
付
剥
産
声
ピ
璽
ヤ
（
声

劇
銀
1
帝
剖
多
芸
金
一
等
角
廓
歯
－
剖
款
待
幽

船
齢
－
付
利
ご
釣

細
璃
－
何
列
ご
齢

吻
あ
丁
費
瞥
級
且
だ
ハ
ノ
脇

座
碗
－
財
ノ
管
下
屠
ノ
囲
え
、

洛
畝
矛
絹
、

轡
寮
－
カ
席
剖
戸
山
言
し
ト
ア

リ
、
r
久
P
歌

心
㍉
・
∴
、
十
十

劇
釣
－
灯
剖
J
リ
モ
チ
ト
止
し

ノ
エ
一
子
ヲ
奮
ネ
ル



昭
和
十
七
年
に
西
園
寺
家
よ
り
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
献
上
さ
れ
た
、
西
園
寺
家
累
代
の
家
記
「
管
見
記
」
全
百
五
軸
の
形
状
は
、
大
半
が
具

注
暦
・
消
息
・
懐
紙
等
を
翻
し
て
、
そ
の
紙
背
を
利
用
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
百
二
巻
「
後
宇
多
院
御
濯
頂
記
」
（
延

慶
元
年
正
月
廿
六
日
廿
七
日
隆
長
卿
記
）
及
び
第
百
五
巻
「
室
町
殿
春
日
社
参
詣
参
仕
公
卿
殿
上
人
諸
大
夫
衣
文
事
」
（
明
徳
二
年
九
月
十
五
－
廿
日

記
）
の
両
軸
の
裏
文
書
は
、
「
文
選
」
無
注
本
巻
二
で
あ
拾
捏
第
百
五
軸
の
表
文
書
の
年
紀
が
明
徳
二
年
で
あ
る
た
め
、
当
然
書
写
も
室
町
初
期

と
比
定
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
背
記
の
「
文
選
」
断
巻
は
更
に
遡
る
時
代
の
書
写
に
係
る
も
の
と
見
傲
さ
れ
る
（
通
常
、
本
資
料
の
如
き

漢
籍
が
紙
背
文
書
と
な
る
こ
と
は
稀
で
、
逆
の
場
合
が
多
く
、
従
っ
て
衷
文
書
の
方
が
後
筆
で
あ
る
こ
と
が
常
態
で
あ
る
が
、
本
資
料
は
前
記
の
如
く
大
量

の
反
故
の
一
部
に
紛
れ
て
紙
背
を
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
両
巻
の
「
文
選
」
断
巻
は
と
も
．
に
書
写
年
代
を
明
ら
か
に
．

す
る
識
語
等
の
明
徴
を
欠
い
て
い
る
。
第
百
二
巻
の
紙
背
文
書
に
は
、
一
部
日
野
俊
光
加
点
の
　
「
白
氏
文
集
」
巻
十
六
の
断
巻
が
混
じ
て
お
り

奥
に
「
病
中
見
合
菅
家
証
本
重
移
点
　
前
黄
門
郎
俊
光
（
花
押
）
」
の
識
語
が
あ
る
。
俊
光
の
官
街
に
照
せ
ば
、
こ
の
「
文
集
」
断
巻
は
鎌
倉
末

期
（
正
安
よ
り
文
保
の
糊
）
の
加
点
で
あ
る
と
推
考
さ
整
。
し
か
し
て
「
文
選
」
断
巻
は
、
・
こ
の
「
文
集
」
断
巻
に
比
し
更
に
古
色
を
呈
し
、

後
述
の
如
く
書
写
は
院
政
初
期
を
隆
ら
ぬ
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
（
小
林
芳
規
博
士
の
認
定
に
よ
る
）
。

文
選
無
注
三
十
巻
本
の
残
巻
・
残
編
と
し
て
は
敦
燵
本
の
巻
第
廿
五
　
「
史
論
・
史
述
賛
」
、
巻
第
廿
三
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
・
王
文
憲
集

序
一
首
」
　
の
残
編
、
本
邦
伝
有
の
も
の
と
し
て
上
野
氏
儲
蔵
巻
第
一
残
巻
、
東
寺
観
智
院
旧
蔵
巻
第
廿
六
残
巻
、
著
名
な
と
こ
ろ
で
は
東
山
御

文
庫
蔵
九
条
家
本
仝
廿
二
巻
、
及
び
猿
投
神
社
蔵
巻
第
一
（
二
種
）
、
求
古
楼
旧
蔵
巻
第
三
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
就
中
、
九
条
家
本
の
一
部
、

及
び
猿
投
本
の
弘
安
五
年
書
写
本
が
最
古
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
本
資
料
は
こ
れ
ら
に
比
肩
し
そ
れ
を
湖
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
か
つ

最
近
時
雨
亭
文
庫
の
秘
庫
よ
り
見
出
さ
れ
た
菅
家
本
巻
第
二
と
の
関
係
が
最
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
か
鬱
茄
に
宮
内
庁
書
陵
部
の
允
許
を

得
て
、
影
印
と
翻
刻
を
な
す
に
当
り
朝
か
そ
の
解
題
を
叙
べ
る
。

本
書
の
書
誌
の
概
要
を
記
せ
ば
、
凡
そ
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
第
百
二
・
第
百
五
巻
の
形
状
は
「
管
見
記
」
　
の
僚
巻
と
同
じ
く
、
浅
葱
鼠
無

文
の
鳥
の
子
襟
紙
軸
装
で
、
八
双
は
竹
、
軸
は
八
角
の
檜
材
を
用
い
、
紐
は
緑
と
白
と
で
編
め
る
真
田
平
紐
を
用
い
る
。
見
返
し
は
椿
の
素
紙
。

文
選
巻
二
郎
増
鵠
解
説
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（4）

料
紙
は
両
軸
と
も
に
椿
紙
で
あ
る
が
、
第
百
二
巻
は
前
記
の
如
く
紙
質
を
異
に
す
る
「
自
氏
文
集
」
断
巻
を
混
え
る
。
紙
背
文
書
は
反
古
紙
と

し
て
裏
面
が
使
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
故
、
装
帳
に
際
し
巻
子
本
は
天
地
を
裁
断
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
本
書
も
ま
た
紙
高
廿
七
糎
で

天
地
に
切
抜
を
被
り
、
紙
端
の
文
字
を
ま
ま
失
っ
て
い
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
各
紙
の
長
さ
は
約
四
九
糎
前
後
、
第
百
二
巻
は
十
九
紙
継
ぎ

（
う
ち
第
六
紙
迄
は
「
自
氏
文
集
」
断
巻
）
、
第
百
五
巻
は
十
二
紙
継
ぎ
で
あ
る
。
薄
墨
で
罫
を
画
し
、
界
高
廿
二
糎
、
界
幅
二
・
五
糎
、
天
地
に

切
損
が
あ
る
が
欄
眉
余
白
五
糎
、
欄
脚
余
白
「
八
糎
を
残
す
。
一
行
十
三
字
前
後
を
収
め
る
。
第
百
二
巻
に
は
全
紙
裏
打
が
施
さ
れ
、
訓
点

及
び
角
筆
点
の
判
読
を
著
し
く
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
。
第
百
二
巻
末
尾
の
十
五
行
は
殆
ど
解
読
不
能
で
あ
る
。

次
に
内
容
で
あ
る
が
、
両
軸
は
順
序
を
倒
し
一
て
お
り
、
こ
れ
を
正
す
な
ら
ば
第
百
五
巻
の
断
巻
は
「
東
京
駄
」
の
「
（
夫
子
）
者
、
乃
整
法
服
、

正
菟
帯
」
よ
り
、
「
南
都
朕
」
の
「
微
眺
流
順
、
蛾
眉
連
蝿
」
に
至
る
二
五
九
行
を
存
し
、
間
に
欄
脱
は
存
し
な
い
。
第
百
二
巻
の
初
行
は
す
な

わ
ち
第
百
五
巻
末
行
に
続
く
「
於
是
賛
億
唱
今
列
遇
女
」
よ
り
、
「
苛
都
斌
」
の
末
尾
「
猶
未
若
弦
都
之
（
無
量
也
）
」
に
至
る
二
五
五
行
を
存
し
、

こ
れ
に
も
中
間
の
欠
失
等
は
存
し
な
い
。
蓋
し
、
こ
の
両
軸
に
亘
る
断
巻
は
も
と
〓
具
の
巻
第
二
を
分
割
し
反
故
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
更
に
次
の
如
く
の
興
味
深
い
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
条
家
本
「
巻
二
斌
乙
京
都
中
」
に
収
め
る
所
は
、
「
東
京
航
・
南
都
航
・
三
都
献
序
・
軍
都
賦
」
の
諸
編
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
勘
え
る

と
本
書
（
即
ち
第
百
五
巻
の
巻
首
）
に
は
猶
「
東
京
賦
」
の
半
過
が
接
続
し
て
い
た
も
の
か
と
想
像
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
前
述
の
時
雨
亭
文
庫

（5）

襲
蔵
の
菅
家
本
巻
第
二
に
は
「
自
東
京
航
半
遇
到
軍
都
賦
終
　
菅
在
公
筆
」
と
見
え
て
、
適
菅
家
本
に
あ
っ
て
は
本
書
と
同
じ
く
、
「
東
京
賦
」

の
半
過
を
巻
首
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
通
行
の
有
注
六
十
巻
本
は
無
注
升
巻
本
の
巻
数
を
二
倍
に
し
た
も
の
で
、
六
十
巻
本
の
二
巻
分

（6）

に
収
め
ら
れ
る
作
品
が
升
巻
本
の
各
一
巻
分
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
冊
巻
本
の
巻
第
二
は
六
十
巻
本
の
巻
第
三
と
四
の
作
品
を
収
載

す
る
九
条
家
本
の
作
品
分
属
の
形
が
正
し
い
と
も
見
徹
さ
れ
る
（
本
書
の
第
一
八
〇
行
の
欄
眉
に
見
え
る
「
注
四
」
の
文
字
は
、
有
注
六
十
巻
本
に
於

て
こ
の
「
南
都
航
」
以
下
が
巻
第
四
に
分
載
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
菅
家
本
に
於
け
る
作
品
分
属
の
仕
方
と
本
書
の
一
致

は
、
古
く
当
時
の
博
士
家
に
於
け
る
無
注
冊
巻
本
の
各
巻
の
作
品
分
属
の
あ
り
方
に
区
別
の
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
恐
ら
く
巻
第
二
の



作
品
分
属
は
式
家
本
で
は
「
東
京
賦
」
冒
頭
か
ら
、
菅
家
本
で
は
「
東
京
賦
」
の
半
過
（
未
公
開
の
時
雨
亭
文
庫
本
の
巻
首
が
本
書
に
同
じ
「
（
夫

子
）
者
、
乃
整
法
服
」
に
始
ま
る
か
否
か
は
知
る
に
由
な
い
）
か
ら
と
い
う
区
別
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
考
、
芸
な
ら
ば
、
本
書
に

於
て
欠
失
し
て
い
る
の
は
装
禎
の
際
に
勢
出
さ
れ
た
と
覚
し
い
「
筍
都
賦
」
太
尾
の
「
無
量
也
」
の
三
字
の
み
で
、
ほ
ぼ
完
全
に
無
注
冊
巻
本

（
菅
家
本
）
巻
第
二
の
内
容
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
書
の
本
文
を
検
し
て
容
易
に
気
付
か
れ
る
の
は
、
唐
の
太
宗
の
名
詩
で
あ
る
「
世
」
「
民
」
の
閑
筆
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、

（7）

「
治
」
「
旦
」
の
字
は
未
だ
筆
を
開
か
な
い
。
従
っ
て
太
宗
の
在
世
中
に
渡
っ
て
来
た
唐
初
抄
本
の
重
砂
本
か
と
も
考
、
去
れ
、
書
法
に
宿
る
謹
厳

さ
も
亦
こ
の
こ
と
を
証
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

無
注
三
十
巻
本
は
零
砕
な
残
編
を
も
含
め
れ
ば
、
十
余
種
の
旧
抄
本
が
存
す
る
こ
と
既
述

九
条
家
本
の
み
で
あ
る
（
時
雨
亭
文
庫
本
と
の
関
係
が
最
も
注
目
さ
れ
る
が
こ
れ
は
後
日
に
期
す

の
如
く

る
は
か
ユ
な

＼
あ
る

（8）い）。

で

．・ヽカ

本
書
と
対
校
可
能
な
も
の
は

斯
波
六
郎
博
士
に
よ
れ
ば
九
条
家

本
は
、
李
善
注
本
・
李
善
五
臣
合
注
本
・
五
臣
注
本
等
の
有
注
本
か
ら
正
文
の
み
を
写
し
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
斎
統
の
編
纂
せ
る
ま
ま
の
、

（9）

若
し
く
は
ほ
ぼ
そ
れ
に
近
き
姿
の
無
注
冊
巻
本
の
旧
体
裁
を
保
つ
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
書
も
ま
た
、
例
、
え
ば
第
空
行
の
「
鵡
祀
」
に

注
し
て
欄
眉
に
「
善
本
作
約
両
」
と
見
、
え
、
ま
た
第
六
七
行
の
「
結
徒
営
」
に
「
結
徒
為
営
五
作
」
の
異
文
注
記
が
あ
れ
ば
、
当
然
そ
の
本
文

°

　

°

　

°

は
無
注
冊
巻
本
の
旧
を
襲
え
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、
九
条
家
本
と
比
較
す
る
と
猶
多
く
の
相
異
る
所
が
存
す
る
（
比
較
は
三
都
賦
序

（10）

及
び
苛
都
賦
に
限
り
、
森
野
繁
夫
氏
の
「
文
選
集
注
（
正
文
）
校
勘
記
」
を
参
考
に
し
た
。
但
し
紙
幅
の
関
係
で
必
ず
し
も
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
。

各
条
先
ず
本
書
の
行
数
を
示
し
、
本
文
を
掲
げ
、
（
　
）
内
に
九
条
家
本
を
示
す
）
。

3
4
2
賛
（
讃
）
事
者
宜
准
其
薯
〔
集
注
本
作
賛
。
四
部
本
・
尤
本
・
胡
本
作
讃
。
〕

塑
岡
（
岡
）
轡
軋
（
絆
）
紛
〔
集
注
本
作
崗
。
明
州
本
・
蓑
本
・
四
部
本
作
岡
。
九
条
本
芽
記
日
鈷
俗
礼
。
〕

3
7
4
帰
（
峰
）
麗
灼
轢
（
礫
〓
集
注
本
作
峰
。
各
本
作
峰
。
集
注
本
所
引
普
決
日
轢
肝
灼
反
。
〕

叩
轍
疾
（
赦
夷
）
山
栖
（
棲
）
〔
集
注
本
作
轍
煉
。
九
条
本
穿
記
日
五
臣
作
鴬
顛
四
部
本
校
語
同
。
明
州
本
・
蓑
本
作
芸
。
校
語
日
章
本

文

選

巻

二

郎

鵠

講

習

説

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＝

九
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一
二
〇

作
轍
病
。
又
集
注
本
所
引
普
決
日
轍
必
列
反
。
集
注
本
作
栖
。
四
部
本
・
明
州
本
・
胡
本
作
棲
。
〕

4
2
4
日
往
霹
薇
（
罪
薇
）
〔
集
注
本
作
罪
薇
。
薇
字
九
条
本
芽
記
並
四
部
本
校
語
日
五
臣
作
徴
。
明
州
本
・
蓑
本
作
微
。
集
注
本
今
案
自

書
決
・
五
家
・
陸
善
経
本
薇
烏
微
。
〕

4
6
7
肴
橘
二
核
）
囲
陳
〔
集
注
本
・
胡
本
作
桶
。
九
条
本
・
明
州
本
義
本
由
部
本
作
核
。
四
部
本
校
語
日
、
善
本
作
椙
。
李
善
注
目
栢
輿
核
義
同
也
。
〕

4
8
3
壁
二
院
（
峡
）
之
膵
礫
〔
各
本
作
峡
。
集
注
本
所
引
普
決
日
快
音
拾
。
劉
逢
引
楊
雄
軍
都
駄
目
入
謂
之
狭
。
江
水
過
其
中
。
〕

4
8
8
誠
（
試
）
水
客
楳
（
蟻
）
軽
舟
〔
集
注
本
作
誠
。
他
本
皆
作
試
。
集
注
本
所
引
五
家
説
呂
向
日
誠
僚
也
。
様
字
集
注
本
同
。
九
条
本
・
四

部
本
・
尤
本
・
胡
本
作
蟻
。
九
条
本
芽
記
並
四
部
本
校
語
日
五
臣
作
登
明
州
本
・
蓑
本
作
潰
。
校
語
日
善
本
作
儀
。
集
注
本
今
案
日
五

家
本
棟
作
浅
。
〕

右
に
よ
れ
ば
、
四
二
四
行
「
罪
」
字
・
四
八
三
行
「
陳
」
字
の
如
く
、
書
者
偶
然
の
誤
り
か
ら
出
た
る
か
と
疑
わ
れ
る
異
文
の
あ
る
反
面
、

三
七
四
行
の
「
轢
」
字
　
（
「
険
」
の
字
も
同
断
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
）
の
様
に
、
唐
代
抄
本
に
同
文
に
作
る
例
も
あ
っ
て
、
卒
に
九
条
家
本
せ
本

へ
‖
」

書
の
優
劣
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
概
し
て
本
書
の
本
文
は
「
集
注
本
」
に
同
じ
い
こ
と
は
注
意
さ
れ
よ
う
。
周
知
の
如
く
「
集
注
本
」

の
正
文
は
李
善
注
本
の
正
文
▼
に
拠
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
本
書
と
「
集
注
本
」
の
似
通
い
は
、
本
書
の
本
文
が
李
善
注
本
の
正
文
（
或
は

集
注
本
の
正
文
そ
の
も
の
）
を
写
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
本
書
は
「
集
注
本
」
の
独
自
異
文
と
も
一
致
し
な
い
所
が
認

め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
例
を
若
干
次
に
掲
げ
る
。
（
　
）
内
に
集
注
本
を
示
す
。

3
3
4
作
者
大
氏
（
底
）
馨
鳥
憲
章
〔
各
本
作
氏
。
李
善
注
目
音
旨
。
集
注
本
音
決
自
民
音
旨
。
本
書
勇
記
日
音
旨
。
〕

3
9
2
電
（
元
）
亀
水
底
〔
九
条
本
・
四
部
本
・
尤
本
・
胡
本
作
竜
。
九
条
本
芳
記
日
五
臣
作
元
。
〕

4
1
0
演
以
漕
沫
浸
（
滑
）
以
線
雑
（
絡
）
〔
各
本
作
浸
。
集
注
本
書
決
日
浸
子
塊
反
。
又
李
周
翰
日
浸
潤
此
地
也
。
雑
字
九
条
本
・
明
州
本
・

蓑
本
四
部
本
作
格
。
尤
本
・
胡
本
作
雑
。
李
周
翰
注
目
綿
絡
皆
水
名
。
〕

4
2
9
其
中
則
有
鴻
儒
（
疇
）
鵠
侶
〔
各
本
作
債
。
劉
達
注
目
鴻
鵠
多
群
飛
。
放
言
壌
侶
也
。
〕



4
9
2
而
光
曜
（
峰
）
洪
流
〔
各
本
作
確
。
〕

4
9
3
酌
膠
酷
割
芳
鮮
〔
九
条
本
葬
記
自
書
本
作
清
。
四
部
本
・
尤
本
・
胡
本
作
清
。
四
部
本
校
語
日
五
臣
作
興
李
善
注
引
毛
詩
日
既
載
清
輿

普
決
日
醒
音
努
。
劉
艮
日
膠
酷
酒
也
。
〕

僅
か
な
例
か
ら
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
異
同
の
中
に
は
「
集
注
本
」
の
誤
り
（
三
三
四
行
「
底
」
字
、
四
二
九
行
「
疇
」
字
）
と
見
ら
れ
る
も

の
、
本
書
の
誤
れ
る
（
四
一
〇
行
「
雑
」
字
）
と
想
わ
れ
る
も
の
相
半
ば
し
て
い
る
。
又
、
明
ら
か
に
偶
然
の
誤
写
と
考
、
そ
ら
れ
る
も
の
も
存
す

る
が
、
多
く
は
既
に
唐
以
前
の
旧
抄
本
に
発
す
る
か
と
推
定
さ
れ
る
異
文
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
如
く
「
九
条
家
本
」
と
の
対
校
で
、
本
書
の

本
文
が
履
「
集
注
本
」
に
適
う
こ
と
の
事
情
は
、
両
者
が
と
も
に
唐
代
抄
本
の
流
れ
を
汲
み
、
そ
れ
故
に
能
く
裔
統
原
撰
本
の
旧
を
全
う
し
て

い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
（
前
掲
四
九
三
行
「
移
し
字
は
、
李
善
本
以
前
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
）
。
か
く
て
本
書
は
零
巻
な
が
ら
斎

統
文
選
の
原
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
貴
重
な
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
次
に
本
書
の
本
文
の
傍
記
に
豊
富
に
見
え
る
反
切
注
と
直
音
注
の
性
格
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
音
義
書
の
類
と
し
て
は
、
周
知
の
こ
と

な
が
ら
「
日
本
国
見
在
書
目
錬
」
　
に
は
、

文
選
音
義
十
時
善
　
文
選
音
決
十
髭
　
文
選
音
義
十
醐
幌
　
文
選
音
義
十
三
踊
慈
　
文
選
抄
韻
一

（12）

な
ど
を
録
し
、
「
隋
書
経
籍
志
」
に
「
文
選
章
壷
醐
該
」
、
「
唐
書
芸
文
恵
」
に
「
許
掩
文
選
音
十
巻
」
が
見
、
乙
聖
本
書
の
音
注
も
或
は
こ
れ

ら
の
侠
書
に
拠
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
今
確
め
る
術
は
な
い
（
本
書
二
五
六
行
欄
外
注
の
「
翌
日
栽
今
案
賦
宜
為
栽
音
吠
」
は
斎
該
の
音
義
の
侠
文
か
。

ま
た
「
弘
決
外
典
砂
」
巻
一
に
「
曹
憲
云
凡
験
事
日
案
也
」
の
侠
文
が
見
え
る
）
。
し
か
る
に
「
集
注
本
」
に
於
け
る
音
注
と
比
較
し
た
結
果
、
そ
の

一
部
に
「
文
選
普
決
」
（
公
孫
羅
の
「
普
決
」
と
の
関
係
は
未
だ
詳
ら
か
で
な
い
）
に
会
う
も
の
が
存
す
る
。
例
え
ば
（
音
注
を
便
宜
〔
　
〕
内
に
示
す
）
、

4
6
0
移
々
〔
昌
氏
反
〕
隆
富
、
卓
〔
丁
角
反
〕
部
将
〔
力
悦
反
〕
名
、
公
権
〔
市
戦
反
〕
山
川
、
貨
殖
〔
市
力
反
〕
私
庭
、
戒
粗
〔
九
両
反
〕

鉦
高
、
釦
〔
普
歴
反
〕
槻
〔
音
規
〕
乗
呈
、
亦
以
財
雄
、
翁
〔
許
急
反
〕
習
遽
城
、

と
あ
る
の
は
、
「
集
注
本
」
所
引
の
「
音
決
」
に
殆
ど
同
文
の
音
注
が
存
す
る
。

文
選
巷
二
離
璃
鵠
解
説
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音
決
移
昌
氏
反
、
卓
丁
角
反
、
埼
力
悦
反
、
檀
市
戦
反
、
殖
市
力
反
、
純
居
商
反
、
釦
普
歴
反
、
槻
音
規
、
程
音
呈
、
合
羽
許
急
反
、
（
2
8
ウ
）

右
の
例
で
一
致
し
な
い
の
は
「
鈷
」
（
集
注
本
案
語
に
「
音
決
」
の
正
文
は
「
抽
」
に
作
る
と
言
う
）
　
の
反
切
上
字
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
声

字
で
あ
っ
て
異
と
す
る
に
足
り
ぬ
（
因
に
「
顆
衆
名
義
抄
」
　
の
こ
の
字
の
反
切
は
「
房
雨
反
」
（
憎
上
一
二
〇
）
で
、
「
居
雨
」
　
の
誤
写
と
見
傲
さ
れ
る
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
音
注
全
て
「
普
決
」
　
に
一
致
す
る
か
と
見
れ
ば
、
次
例
の
如
く
組
酷
す
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

4
5
0
呟
　
〔
音
願
〕
服
親
〔
音
静
〕
荘
、
貫
〔
音
古
〕
貿
　
〔
音
茂
〕
堵
〔
直
例
反
〕
雲
〔
以
六
反
叉
之
六
反
〕
、
舛
　
〔
昌
元
〕
錯
縦
横
、
異
物
請
詭

〔
古
毀
反
〕
、

こ
の
箇
所
の
当
該
「
音
決
」
　
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

音
決
舷
音
解
、
静
音
挿
、
貴
書
古
、
貿
音
茂
、
博
徒
結
反
、
駕
以
六
反
、
舛
昌
韓
反
、
従
子
容
反
、
請
古
穴
反
、
詭
居
毀
反
、
（
2
6
ウ
）

両
者
合
致
し
な
い
音
決
を
検
討
す
れ
ば
、
「
親
」
（
疾
政
切
）
の
直
音
注
は
「
挿
」
　
が
正
し
く
、
「
静
」
は
誤
写
が
考
え
ら
れ
る
。
「
舛
」
　
の
反

（13）

切
下
字
も
元
韻
と
禰
韻
で
相
異
り
、
「
切
韻
」
に
「
昌
尭
切
」
と
あ
れ
ば
、
「
元
」
は
「
菟
」
　
の
託
と
見
放
さ
れ
る
。
「
詭
」
　
の
反
切
上
字
も
別

字
な
が
ら
同
声
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
滞
」
　
の
「
直
例
」
去
声
・
「
徒
結
」
入
声
は
、
夫
々
「
広
韻
」
　
の
「
特
計
」
・
「
徒
結
」
　
の
二
切
に
対

エ
イ

応
し
て
い
る
。
本
書
に
は
例
え
ば
四
七
一
行
「
裔
」
　
に
「
協
以
列
反
」
、
四
四
六
行
「
郎
」
　
に
「
協
音
悉
」
の
普
注
が
存
し
、
こ
の
「
槽
」
字
の
音

注
の
不
一
致
は
叶
韻
を
示
す
も
の
か
と
思
量
さ
れ
る
（
「
裔
」
・
「
耶
」
　
の
協
韻
注
は
「
集
注
本
」
所
引
「
音
決
」
　
に
既
に
見
え
て
い
る
が
、
「
稽
」
字

に
つ
い
て
は
前
掲
の
如
く
協
韻
の
注
は
無
い
）
。

か
よ
う
に
本
書
の
音
注
は
明
ら
か
に
「
音
決
」
を
出
典
す
る
と
認
定
さ
れ
る
が
、
中
に
「
書
決
」
　
と
は
一
致
し
な
い
も
の
も
存
す
る
。
そ
れ

ら
は
「
文
選
音
決
」
か
ら
直
裁
に
引
か
れ
た
も
の
で
、
集
注
本
所
引
「
音
決
」
と
異
文
が
あ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
　
（
本
書

の
欄
眉
に
第
二
六
行
「
決
烏
配
字
協
普
廻
反
善
本
作
配
」
、
第
四
一
一
行
「
決
作
豚
」
等
の
「
音
決
」
侠
文
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
恐
ら
く
「
集
注
本
」

に
よ
っ
て
後
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
行
款
に
存
す
る
普
注
は
「
集
注
本
」
を
経
由
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
）
。
ま
た
次
例
の
如
く
「
普
決
」
を

達
人
し
た
と
は
考
え
難
い
音
注
も
存
し
、
上
掲
の
如
き
隋
唐
間
の
文
選
学
者
の
著
述
に
拠
れ
る
か
と
疑
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。



徒
力

Ⅲ
輿
〔
音
飴
〕
肇
雑
水
田
〔
□
合
反
〕
、
冠
帯
混
井
〔
府
盈
反
〕
、
累
穀
〔
古
鹿
反
〕
墨
跡
、
坂
桁
相
傾
、
埴
謹
鼎
沸
、
則
塊
〔
美
江
反
〕
聴

〔
音
桔
〕
宇
宙
、
苦
塵
張
天
、
則
填
埴
〔
於
蓋
反
〕
曜
塵
、

「
集
注
本
」
の
音
柱
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

音
決
輿
普
余
、
冠
古
翫
反
、
混
胡
本
反
、
皇
音
牒
、
誼
虚
蓑
反
、

謹
書
花
、
喝
武
江
反
、
聴
音
括
、
張
丁
亮
反
、

埴
於
蓋
反
、
五
家
督
徒
合

反
、
苫
許
騒
反
、
填
音
哀
、
（
2
7
ウ
）

右
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
「
集
注
本
」
の
音
注
を
忠
実
に
連
銀
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
井
」
・
「
穀
」
の
如
く
他
の
出
典
を
想
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
も
存
す
る
。

詮
ず
る
と
こ
ろ
、
本
書
の
普
注
は
1
音
決
」
に
拠
り
つ
つ
も
、
古
侯
の
音
義
書
に
拠
る
か
と
疑
わ
し
い
も
の
も
存
し
、
猶
精
深
に
そ
の
性
格

を
吟
味
し
て
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

古
侠
書
の
問
題
と
し
て
は
欄
外
の
標
記
に
、
今
日
既
に
侠
亡
し
た
文
選
学
の
書
が
引
用
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

9
集
今
案
副
妙
音
烏
祀

8
5
秒
日
渡
上
也
銑
日
渡
陸
自
過
也
集
案
紗
渡
鳥
陵

1
2
2
集
案
五
家
本
和
下
有
平
字
又
格
作
普

こ
れ
ら
は
、
今
は
伝
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
「
集
注
本
」
巻
第
七
の
未
だ
存
し
て
い
た
時
の
記
録
で
、
断
片
と
錐
も
「
集
注
本
」
に
濾
過
さ
れ
た
唐
代

諸
注
本
の
侠
文
と
し
て
珍
重
す
可
き
も
の
で
あ
る
（
こ
の
標
記
は
「
東
京
朕
」
「
南
都
斌
」
に
密
で
、
「
三
都
斌
序
」
以
下
に
疎
で
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
）
。

同
趣
の
標
記
は
観
智
院
旧
蔵
巻
第
廿
六
及
び
時
雨
亭
文
庫
蔵
菅
家
本
巻
第
二
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
執
れ
も
断
章
で
あ
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
。

本
書
の
訓
点
に
つ
い
て
は
加
点
の
際
の
識
語
等
が
二
切
存
せ
ず
、
何
時
ご
ろ
何
人
に
よ
る
加
点
で
あ
る
か
は
不
明
と
す
る
ほ
か
は
な
い
三

体
、
本
書
の
本
文
と
全
巻
に
亘
る
訓
点
及
び
音
注
は
、
同
二
人
の
筆
跡
で
な
く
、
そ
の
所
用
異
体
仮
名
字
体
（
凡
例
参
照
）
に
拠
れ
ば
訓
点
は
院

政
初
期
（
小
林
芳
規
博
士
の
推
定
に
よ
る
）
の
加
点
の
如
く
推
定
さ
れ
る
（
音
注
を
加
差
入
物
は
加
点
者
と
同
人
か
と
想
わ
れ
る
）
。
本
書
の
訓
点
は
、

文
選
巻
二
郎
鵠
描
餉
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
二
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

朱
筆
で
ヲ
コ
ト
点
、
声
点
、
墨
筆
で
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
が
附
さ
れ
て
お
り
、
両
者
は
対
応
し
て
い
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
、
星
点
は
概
ね
朱
点
で
あ

り
、
緑
薫
は
墨
点
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、
附
訓
は
全
て
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
墨
仮
名
に
は
少
く
と
も
数
手
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
例
え
ば
第
八
行
目
「
罷
瑠
」
の
附
訓
「
ミ
ル
ツ
メ
」
は
精
々
肉
太
で
、
他
の
附
訓
と
幾
分
趣
を
異
に
し
て
い
る
．
）
。
こ
の
他
に
甚
だ
注

目
す
可
き
も
の
と
し
て
、
角
筆
点
が
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
第
二
行
目
「
芳
養
」
・
七
行
目
「
膚
」
‥
十
三
行
目
「
帝
」
に
各
「
ケ
イ
キ
イ
」

「
井
ヨ
ウ
」
「
セ
ン
」
の
字
音
注
が
、
角
筆
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
（
翻
刻
に
当
り
角
筆
点
を
出
来
る
限
り
拾
っ
た
が
、
第
百
二
巻
に
つ
い
て
は
裏
打

ち
が
あ
っ
て
肉
眼
に
よ
っ
て
検
知
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
。

以
上
の
如
く
、
本
書
の
訓
点
は
墨
筆
に
よ
る
も
の
、
朱
筆
及
び
角
筆
の
計
三
種
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
角
筆
は
専
ら
音
訓
注
・
補
読
・
返
点
に
用
い

ら
れ
、
例
、
え
ば
第
四
十
行
目
「
彊
場
」
に
「
キ
ヤ
ウ
ユ
キ
」
の
角
筆
の
字
音
注
が
存
す
る
が
、
こ
れ
を
更
に
後
筆
墨
書
（
曹
肉
太
）
に
よ
っ

て
字
に
起
し
て
い
る
こ
と
を
参
稽
す
る
と
、
角
筆
及
び
梢
々
肉
太
の
墨
訓
は
学
習
者
が
、
も
と
か
ら
加
、
え
ら
れ
て
あ
っ
た
訓
点
に
、
二
次
的
に

附
加
し
た
も
の
と
思
量
さ
れ
る
。

本
書
所
用
の
異
体
仮
名
字
体
及
び
ヲ
コ
ト
点
は
、
凡
例
に
帰
納
し
て
掲
げ
た
。
ヲ
コ
ト
点
に
関
し
て
、
星
点
は
問
題
が
無
い
。
線
点
に
は
い

く
つ
か
の
特
長
が
有
り
、
所
謂
築
島
裕
博
士
の
提
唱
さ
れ
る
「
古
紀
伝
点
」
壱
推
定
さ
れ
る
。
紀
伝
点
の
古
体
に
つ
い
て
は
末
だ
審
ら
か
で
な

い
現
在
、
院
政
期
の
ヲ
コ
ト
点
の
例
と
し
て
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
資
す
る
所
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。

本
書
の
訓
法
が
何
家
の
訓
法
に
基
づ
く
も
の
か
、
最
も
関
心
の
寄
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
識
語
等
の
明
徴
を
欠
く
。
綾
か
に
正
慶
元
年
藤

（14）

原
師
英
の
識
語
を
有
つ
九
条
家
本
巻
第
二
と
の
訓
法
の
比
較
に
拠
っ
て
、
瑚
か
の
手
懸
り
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
如
く
、
九
条
家
本
は
実
際
に
は
式
家
の
正
慶
－
康
永
年
次
の
等
点
本
を
、
南
北
朝
期
に
重
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
そ
の
淵
源

（15）

を
辿
れ
ば
、
式
家
本
来
の
家
説
に
、
菅
・
江
両
家
の
訓
説
を
校
合
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
渾
活
し
た
訓
説
か
ら
、
各
博
士

家
の
訓
説
を
類
別
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
至
難
な
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
他
に
執
れ
か
の
博
士
家
の
証
本
が
あ
れ
ば
（
現
に
菅
家
本
即

ち
寛
喜
二
年
菅
原
在
公
書
写
本
が
存
す
る
が
、
前
述
の
如
く
こ
れ
を
披
関
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
）
甚
だ
好
都
合
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を

‘



知
ら
な
い
。

こ
こ
に
武
家
の
訓
法
を
伝
え
る
別
の
資
料
が
存
す
る
。
「
三
教
指
帰
」

（16）

抄
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
屡
「
文
選
」
が
引
載
さ
れ
て
お
り
、

法
を
対
照
し
て
み
る
。

は

－

／

ニ

ン

　

を

　

フ

ル

　

　

　

は

ヤ

ス

ム

す

　

を

　

7

　

　

1

の

イ

チ

タ

ラ

ノ

1
6
4
凡
・
∧
心
是
　
所
畢
・
僧
安
　
所
習
。
飽
嘩
　
・
不 の

現
存
最
古
の
注
釈
書
と
し
て
知
ら
れ
る
式
家
敦
光
の
「
三
教
勘
注

今
そ
の
例
を
本
書
・
九
条
家
本
・
勘
注
抄
の
順
に
掲
げ
、
三
者
の
訓

ル

こ

と

は

　

ラ

　

ク

サ

イ

こ

と

を

　

ナ

ラ

フ

テ

ナ

リ

　

の

　

に

　

ツ

イ

リ

シ

知
其
臭
　
・
翫
て
　
某
所
先
－
入
。

レ

　

マ

ナ

7

　

　

　

　

　

　

　

7

　

　

．

の

イ

チ

タ

ラ

　

　

　

こ

と

は

　

タ

サ

イ

こ

と

を

ナ

ラ

は

な

り

　

　

　

　

、

　

ソ

　

シ

○
凡
・
人
心
是
所
畢
・
髄
安
所
習
。
飽
埠
　
不
知
　
其
臭
　
翫
　
其
所
以
。
先
．
入
。

の

　

は

　

シ

　

を

　

レ

　

　

は

　

ス

　

を

　

　

　

　

　

ノ

の

　

ク

ラ

　

　

　

　

ノ

　

コ

ト

ヲ

　

　

　

な

り

　

　

ー

○
人
心
是
高
車
・
億
安
所
習
一
。
飽
　
埠
　
不
知
其
臭
　
を
・
翫
　
某
所
先
入
。

二
一
＋
＋
＋
J

帯
磐
。
ト
若
華
モ
ヒ
セ
ル
那
タ
・
轡
タ
ル
タ
の
奪
京
・
華
レ
‖
彗
之
か
。
蔑
豪
の
。

ト

ホ

レ

た

る

．

丁

と

　

　

サ

カ

ヤ

マ

ヒ

せ

る

ア

　

　

た

る

　

　

　

ム

ハ

、

レ

　

　

ム

ハ

、

レ

　

を

　

　

　

　

す

る

　

の

○
憫
－
然
　
　
若
二
醒
　
朝
疲
夕
。
奪
気
概
晩
・
之
馬
者
元
。

○
憫
然
タ
ル
。
ト
若
二
聖
ヒ
セ
ル
朝
聖
ル
タ
車
レ
気
∴
警
タ
“
。
ト
晩
・
之
酎
者
ノ
。

マ

ラ

フ

ト

は

　

す

ニ

　

ヒ

た

り

　

ワ

レ

は

　

ナ

ム

上

で

」

と

を

　

ア

ル

シ

は

　

す

　

　

　

　

　

ス

と

ヒ

2
5
3
客
　
賦
　
酔
　
・
言
掃
　
　
。
主
　
稗
露
・
未
　
噂
。

す

　

　

た

り

　

ワ

レ

は

　

　

む

と

い

ふ

こ

と

を

　

　

　

の

　

す

　

　

　

　

と

○
客
駄
l
聴
　
去
踪
－
　
ニ
土
稗
露
未
噂
。

了

7

ウ

ト

ハ

　

　

タ

り

ワ

レ

カ

へ

ナ

ム

7

ル

シ

ハ

○
客
　
酔
　
言
蹄
　
主
　
稀
露
未
疇

と

シ

　

　

　

　

　

　

カ

ウ

ハ

シ

　

　

な

る

タ

ク

ヒ

4
0
1
百
薬
・
濯
－
　
叢
　
寒
－
井
・
冬
・
壊
。
異
　
類

ト

ア

ツ

マ

リ

文
選
畢
一
武
輯
礪
描
餉
解
説

ク
　
オ
ホ
シ

・
衆
－
移
。
干
ヲ
イ
テ
カ
　
ナ
　
　
　
　
　
サ
ラ
ム
．

何
・
不
　
育
。

こ

よ

り

　

　

　

一



〇
百
－
薬
濯
－
黄
　
寒
－
井
冬
－
壊
異
　
類
衆
－
移
干
　
何
不
　
育

鎌

倉

時

代

語

研

究

○
百
薬
・
潅
叢
ト
ア
ツ
マ
て
寒
井
・
冬
壊
シ
・
異
当
鮮
・
衆
ク
堅
。
弔
て
か
璽
不
ら
ん
育
七
。

ソ

ウ

ト

シ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

　

ナ

ル

　

ヒ

オ

ホ

ク

オ

ホ

シ

ヲ

イ

テ

カ

　

ニ

　

ラ

ム

　

セ

一
二
六

（17）

右
の
諸
例
に
よ
れ
ば
、
訓
点
に
繁
簡
の
差
が
あ
り
正
確
を
期
し
難
い
が
、
ほ
ぼ
類
似
し
た
訓
法
か
と
見
受
け
ら
れ
る
。
百
六
九
行
目
の
訓
み

ム

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

　

モ

ノ

は
「
…
晩
ヲ
複
ハ
レ
タ
ル
が
〔
之
〕
、
鳥
ル
者
ノ
若
シ
」
と
本
書
は
訓
ん
で
い
る
が
、
九
条
家
本
・
勘
注
抄
で
は
誤
読
し
て
い
る
も
の
と
見
放

さ
れ
る
。
ま
た
「
裾
」
字
に
つ
い
て
、
本
書
に
「
ト
ラ
ケ
」
の
別
訓
（
合
点
あ
り
）
が
あ
り
、
四
百
二
行
目
「
干
」
字
に
附
訓
と
ヲ
コ
ト
点
の
二

訓
が
見
え
る
な
ど
微
細
に
見
れ
ば
小
異
が
存
す
る
。
こ
の
比
較
か
ら
本
書
も
式
家
の
訓
法
を
伝
え
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
九
条
家
本
と
比
較

す
る
と
、
猶
次
に
示
す
相
違
点
が
あ
る
。

〔
「
則
」
　
の
訓
法
〕

○
本
書
「
ト
キ
ハ
」
を
承
け
る
に
対
し
、
九
条
家
本
「
コ
ト
ハ
」
を
承
く
。

ツ

1
1
1
著
を
改
メ
債
に
即
ク

ヵ

ナ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ナ

ト
キ
は
〔
則
〕
美
を
合
へ
た
り
〔
乎
〕
（
馨
り
を
改
メ
て
俊
に
即
ク
こ
と
は
〔
則
〕
美
を
合
へ
た
り
〔
乎
〕
）

ノ

ホ

　

　

ク

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ト

　

　

　

ノ

　

　

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

崇
且
て
封
シ
降
り
て
神
ス
ル
ト
キ
は
〔
則
〕
徳
を
斉
シ
ウ
セ
リ
（
登
て
封
シ
降
て
禅
す
る
こ
と
は
〔
則
〕
徳
を
賛
せ
り
〔
乎
〕
）

〔
「
所
以
」
　
の
訓
法
〕

○
本
書
「
ユ
ヱ
ヲ
」
と
訓
み
、
九
条
家
本
「
ユ
ヱ
ノ
コ
ト
ヲ
」
と
訓
む
。

（

タ

ム

セ

ン

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

コ

リ

m
其
の
談
　
云
ス
ル
〔
鳥
〕
所
厄
を
忘
レ
、
其
の
李
と
す
る
〔
鳥
〕
所
－
以
を
失
フ
（
其
（
ノ
）
談
と
す
る
〔
寅
〕
所
－
以
の
こ
と
を
忘
レ
、

オ

コ

り

其
（
ノ
）
李
と
す
る
〔
馬
〕
所
－
以
の
こ
と
を
夫
フ
）

〔
「
況
」
　
の
訓
法
〕

O
「
イ
ハ
ム
ヤ
…
ヲ
ヤ
」
と
訓
み
、
「
イ
ハ
ム
ヤ
…
ヤ
」
に
読
む
。

ッ

ィ

　

　

　

　

　

　

　

カ

ル

ム

1
3
3
況
ヤ
帝
－
業
を
纂
（
テ
）
而
て
天
－
位
を
軽
ス
ル
ヲ
ヤ
（
況
（
ヤ
）
帝
業
を
纂
（
テ
「
而
て
天
位
を
軽
ム
ヤ
）



ユ

ハ

ナ

ハ

ユ

タ

カ

1
5
7
況
（
ヤ
）
初
（
メ
）
甚
げ
泰
ナ
ル
ニ
〔
於
〕
制
セ
ラ
ル
、
ヲ
ヤ
（
別
訓
に
「
制
シ
テ
ハ
」
が
あ
る
）
（
況
（
ヤ
）
初
メ
〔
於
〕
甚
与
泰
な
る

に
制
ら
る
ル
ヤ
）

〔
「
者
」
　
の
訓
法
〕

○
本
書
は
「
モ
ノ
」
と
訓
み
、
九
条
家
本
不
読
と
す
る
。

（
モ
）
ノ

1
3
8
夫
（
レ
）
君
た
る
人
の
者
は
夫
（
レ
）
君
た
る
人
に
は
〔
者
〕
）

（
モ
）
ノ

3
4
1
詩
と
す
る
〔
鵠
〕
者
は
（
詩
と
す
る
〔
鶏
〕
こ
と
は
〔
者
〕
）

〔
格
助
詞
の
用
法
〕

○
本
書
「
ヲ
」
格
に
訓
む
と
こ
ろ
、
九
条
家
本
「
ニ
」
格
に
訓
む
。

ハ

タ

　

　

　

　

　

　

　

メ

ク

1
9
肺
巳
に
〔
乎
〕
郊
－
珍
を
回
り
ヌ
（
郊
－
珍
ニ
）

（

セ

キ

）

　

　

　

　

　

ヲ

サ

3
8
帝
－
籍
の
〔
之
〕
千
】
畝
を
循
ム
（
千
】
畝
に
）

〔
音
便
型
〕
ヨ

ロ

コ

ム

2
8
四
登
愁
　
て
　
〔
而
〕
（
愁
て
〔
而
〕
）タフ
ト

2
6
然
て
後
に
上
－
帝
を
〔
於
〕
明
堂
に
宗
ヒ
（
然
後
に
上
帝
を

タ
し
r
．
ヒ

〔
於
〕
明
堂
に
宗
　
て
）

ア

ミ

ト

キ

　

　

ハ

ナ

　

7

ミ

ト

イ

慧
不
を
解
鱗
を
放
ツ
（
馨
を
解
て
鱗
を
放
ツ
）

ま
た
、
本
書
の
如
き
紀
伝
点
を
加
点
す
る
漢
籍
に
関
し
て
は
、
濁
音
符
の
使
用
状
況
か
ら
何
家
の
系
統
の
資
料
か
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
遺
感
な
が
ら
本
書
に
は
濁
音
符
は
極
め
て
稀
れ
で
、
僅
か
に

0

シ

ヤ

ウ

　

タ

ウ

　

　

　

　

　

。

2
3
6
頗
而
羊
橙
除
耕
反
　
3
8
6
郎
恕
魚
角
反

0

0

等
の
例
が
あ
る
。
こ
の
型
か
ら
は
、
本
書
は
菅
家
本
か
と
も
考
、
え
ら
れ
、
訓
法
の
特
色
も
菅
家
本
の
特
徴
に
通
う
よ
う
で
あ
る
（
「
者
」
を
不
読
と

文
選
巻
二
郎
璃
鵠
解
説
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（18）

し
な
い
な
ど
、
尚
疑
問
は
残
る
が
）
。

菅
家
本
で
は
な
い
か
と
は
、
既
に
本
書
の
作
品
分
属
か
ら
推
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
書
第
三
百
廿
六
行
の
欄
外
注
に
、
「
洩
也
江
中
納

言
被
申
也
」
（
玉
樹
の
語
に
対
す
る
注
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
1
江
談
抄
」
に
見
、
芸
「
江
家
私
記
」
の
記
事
に
二
致
し
て
い
る
（
江
家
の
1
文
選
」

訓
説
を
指
す
）
。

又
問
云
、
文
選
三
都
耽
序
云
、
楊
雄
賦
甘
泉
、
陳
玉
樹
青
葱
云
々
、
別
所
瓶
無
賓
也
、
而
坤
元
銀
云
、
甘
泉
宮
有
玉
樹
、
楊
雄
所
斌
是
也
、

、
り
・
小
、
、

其
義
如
何
、
被
答
云
、
此
書
籍
相
違
常
事
耳
、
但
王
樹
者
何
樹
平
、
僕
答
日
、
不
知
、
被
命
云
、
玉
樹
老
視
也
、
是
江
家
私
記
讐
醍
働
寺

本
水
言
抄
2
4
ウ
）

こ
の
注
記
が
あ
る
こ
と
は
、
却
っ
て
本
書
が
江
家
の
資
料
で
な
い
こ
と
を
証
し
て
い
よ
う
。

更
に
本
書
に
は
平
安
初
期
に
於
け
る
大
学
寮
の
師
の
講
説
「
師
説
」
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
か
か
る
由
緒
深
い
「
師
説
」
を

（19）

伝
承
し
て
い
る
こ
と
こ
そ
、
何
よ
り
も
菅
家
本
の
証
拠
で
あ
る
。
例
、
え
ば
、
字
句
校
異
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、

9
8
師
説
間
字
異
本

1
2
2
集
案
五
家
本
和
下
有
卒
字
又
婿
作
普
師
説
平
字
異
本

の
欄
外
注
が
見
、
芸
。
こ
の
「
異
本
」
の
語
に
注
目
す
れ
ば
、
或
は
校
合
に
用
い
た
本
の
注
記
が
適
残
っ
た
か
と
も
疑
わ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が

訓
説
に
つ
い
て
も
、
四
百
廿
二
竹
の
「
轡
療
」
に
1
青
倉
エ
メ
リ
」
の
訓
注
が
見
、
芸
が
、
「
和
名
抄
」
（
廿
巻
本
）
に
、

栗
刺
甥
文
選
筍
都
賦
云
榛
栗
辞
せ
措
糾
崇
讐
十
巻
本
に
「
上
音
呼
亜
反
師
説
恵
米
利
」
）

と
あ
っ
て
、
こ
の
訓
が
「
師
説
」
で
あ
る
と
知
れ
る
。
同
様
の
例
は
、
八
二
行
の
「
仮
－
子
」
の
訓
注
「
之
忍
反
ノ
コ
ワ
ラ
へ
」
に
つ
い
て
、

同
じ
く
「
和
名
抄
」
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

童
讐
檀
記
注
云
童
措
最
波
未
冠
之
稀
也
文
選
東
京
斌
注
云
仮
孟
猥
譜
悶
重
量
女
也
（
其
店
寺
本
和
名
類
策
抄
等
）

以
上
は
孤
証
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
に
「
師
説
」
が
残
存
す
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。



「
師
説
」
に
関
連
し
て
、
本
書
に
は
ま
た
声
点
付
き
の
和
訓
が
存
す
る
（
そ
の
多
く
は
「
類
策
名
義
抄
」
に
同
訓
を
検
索
で
き
る
）
。
漢
籍
の
和

訓
に
差
さ
れ
た
声
点
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
「
師
説
」
や
そ
れ
に
準
ず
る
平
安
初
期
の
典
拠
あ
る
訓
法
を
明
示
す
る
（
或
は
由
緒
あ
る
古

（20）

訓
を
伝
え
る
た
め
の
）
用
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
本
書
の
声
点
付
き
和
訓
の
性
格
も
正
し
く
同
じ
も
の
と
考
を
わ
れ
る
。
（
〔
　
〕

内
は
観
智
院
本
「
類
衆
名
義
抄
」
。
）

4
6
輩
ヤ
、
シ
リ
ソ
ク
（
上
上
平
上
上
○
）
〔
輩
ヤ
、
シ
リ
ソ
ク
（
上
上
平
平
上
濁
卒
）
憎
中
里

4
9
整
ツ
ク
（
上
平
）
〔
匪
ツ
ク
（
上
平
）
憎
上
1
3
3
〕

1
5
3
剃
ツ
ク
シ
（
上
上
平
）
〔
則
ツ
崇
（
上
○
○
）
憎
上
里

1
5
9
糸
ツ
タ
（
上
上
）
〔
糸
ツ
タ
付
　
法
中
1
1
0
〕

1
6
8
戒
イ
マ
シ
メ
（
○
○
上
上
）
〔
戒
イ
マ
シ
ム
（
平
平
上
平
）
憎
中
空

2
4
4
醜
敷
サ
カ
7
7
ラ
（
上
上
上
上
○
）
〔
醜
敷
サ
カ
ア
フ
ラ
（
上
上
土
上
濁
平
）
憎
下
讐

2
4
4
浮
城
キ
ノ
サ
カ
キ
サ
、
（
○
○
上
上
上
上
〇
二
酒
機
サ
カ
キ
サ
、
憎
下
空

か
よ
う
に
本
書
の
和
訓
に
平
安
初
期
の
「
師
説
」
が
投
影
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
翻
っ
て
前
述
の
行
款
に
見
え
る
漠
字
音
注
も
、
恐
ら

く
は
大
学
寮
に
於
け
る
音
博
士
等
の
「
師
説
」
を
伝
え
て
い
る
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
な
お
多
く
の
疑
念
と
躊
躇
い
を
残
し
な
が
ら
、
本
書
が
菅
家
訓
点
資
料
で
あ
る
こ
と
の
情
況
証
拠
を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
た
。
本
書
に
よ

っ
て
清
公
・
是
善
以
来
の
菅
家
累
代
の
人
々
の
「
文
選
学
」
の
「
班
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
思
う
。
精
春
を
欠
く
論
で
意
に
満
た
ぬ
が
、

今
は
こ
の
学
界
未
知
の
資
料
を
、
汎
く
せ
に
紹
介
す
る
こ
と
を
以
て
深
く
慶
び
と
す
る
の
み
で
あ
る
。

最
後
に
、
貴
重
な
典
籍
の
影
印
・
翻
刻
を
御
清
諾
賜
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
に
対
し
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
小
林
芳
規
先
生
を

は
じ
め
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
の
方
々
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
啓
沃
を
蒙
っ
た
こ
と
を
銘
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

文
選
巻
二
郎
鵠
諦
餉
解
説
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注
（
1
）
　
『
図
書
寮
典
籍
解
題
』
（
歴
史
篇
）
　
百
三
－
百
八
頁
参
照
。

（
2
）
　
日
野
俊
光
は
資
実
曽
孫
。
「
公
卿
補
任
」
に
拠
れ
ば
、
「
正
安
三
年
十
月
廿
四
日
権
中
納
言
辞
退
、
正
好
五
年
壬
十
月
十
九
日
任
按
察
使
、
文
保
元

年
六
月
廿
一
日
任
権
大
納
言
」
　
の
閲
歴
で
あ
る
。

（
3
）
　
「
朝
日
新
聞
」
昭
和
五
六
年
十
月
廿
五
日
紙
上
及
び
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
昭
和
五
七
年
七
月
一
日
発
行
「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
」
特
集
号
に
紹
介

記
事
が
載
っ
て
い
る
。

（
4
）
　
「
自
氏
文
集
」
巻
十
六
の
「
山
戸
（
聖
よ
り
、
「
湖
山
閑
望
」
（
塑
迄
を
収
め
、
「
文
集
巻
第
十
六
」
の
大
尾
が
あ
る
。

（
5
）
　
注
3
の
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
所
掲
の
写
長
に
、
巻
緒
に
こ
の
文
字
を
記
し
た
附
札
が
付
い
た
も
の
が
見
え
る
。

（
6
）
　
斯
波
六
郎
博
士
「
文
選
諸
本
の
研
究
」
　
（
文
選
索
引
第
一
冊
解
説
）
付
録
「
九
条
家
本
文
選
解
説
」
参
照
。

（
7
）
　
「
世
」
　
の
欠
筆
は
第
百
五
七
行
、
「
民
」
　
の
そ
れ
は
第
七
七
行
に
そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
猶
、
「
民
」
を
「
人
」
　
に
改
め
た
例
は
第
五
六

行
に
見
ゆ
。
因
に
第
十
四
行
の
　
「
虎
」
字
が
闘
筆
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
。

（
8
）
　
該
本
に
は
次
の
識
語
が
あ
る
。

本
云
寛
治
七
年
発
酉
四
月
昔
日
等
虹
以
家
秘
説
鮎
合
T
L
菅
原
時
登
」
抄
了
式
部
少
輔
菅
在
公
」
以
富
家
秘
説
讃
合
札
部
二
千
石
声
翰
林
主

人
菅
（
花
押
）
」
奉
受
秘
説
託
」
藤
木
光
吉
（
花
押
）
」

（
9
）
　
注
6
に
同
じ
。

（
1
0
）
　
森
野
繁
夫
博
士
　
『
文
選
雑
識
』
第
一
冊
所
収
。

（
1
1
）
　
九
條
道
弘
氏
儲
蔵
「
文
選
集
注
巻
第
八
」
（
京
都
帝
国
大
単
文
撃
部
景
印
嘗
抄
本
第
七
集
所
収
）
に
よ
る
。

（
誓
　
敦
蛙
本
「
文
選
音
」
残
欠
（
ペ
リ
オ
響
（
敦
捜
秘
籍
留
真
所
収
）
が
、
現
存
す
る
唯
一
の
音
義
書
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
「
王
仁
喚
刊
謬
補
牧
切
韻
」
　
に
よ
る
。

（
1
4
）
　
巻
第
二
に
は
次
の
本
奥
書
が
あ
る
。

本
云
」
正
慶
元
年
大
呂
五
日
書
駕
之
了
」
散
位
藤
原
師
英
」
同
廿
三
日
寓
鮎
墨
同
勘
物
了
　
師
英
」
同
夜
半
未
知
畢
　
師
英
」

な
お
、
九
条
家
本
の
引
用
は
中
村
宗
彦
氏
　
『
九
条
家
本
文
選
古
訓
集
』
第
一
集
・
第
二
集
に
拠
っ
た
。

（
竺
　
小
林
芳
規
博
士
『
舶
振
糎
晋
籍
訓
諸
の
国
語
史
的
研
究
』
第
五
章
「
博
士
家
各
家
の
訓
諸
法
の
特
徴
」
第
三
節
参
照
。

（
1
6
）
　
敦
光
自
筆
の
　
「
勘
注
抄
」
は
存
し
な
い
が
、
式
家
の
訓
を
残
存
す
る
も
の
と
見
徹
し
て
、
次
の
資
料
を
用
い
た
。



○
太
田
次
男
氏
「
識
讐
教
勘
注
抄
に
つ
い
て
」
（
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
第
五
号
）

○
鵬
猥
晋
氏
「
平
安
末
写
三
教
指
帰
敦
光
注
に
つ
い
て
ー
解
題
と
観
印
1
（
史
学
第
四
十
二
者
喜

○
正
中
二
年
写
三
教
指
帰
註
（
覚
明
註
）
（
天
理
図
書
館
蔵
本
）

（
1
7
）
　
本
書
と
式
家
の
訓
み
が
似
て
い
る
事
情
と
し
て
、
「
文
選
」
に
つ
い
て
は
式
家
独
自
の
訓
読
態
度
に
受
ら
ず
、
菅
家
の
訓
説
に
よ
っ
て
い
る
た
め

か
と
考
、
芸
。
「
明
衡
往
来
」
に
菅
江
両
家
の
証
本
を
借
受
け
た
こ
と
が
見
え
、
事
実
、
九
条
家
本
巻
十
五
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
同
巻
は
菅
家
本
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
右
の
想
像
を
授
け
る
。

（
望
本
書
に
は
次
の
例
の
如
く
、
二
訓
が
あ
っ
て
そ
の
「
万
に
合
点
の
附
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
て
、
或
は
別
の
家
説
を
校
合
し
た
も
の
か
と
疑
わ
れ

る
。
（
　
）
内
は
九
条
家
本
の
訓
。

1
8
陳
㍑
ナ
レ
リ
（
陳
ッ
ラ
ナ
れ
り
）

冨
心
隷
フ
動
隼
タ
ル
を
（
息
イ
コ
フ
動
メ
を
）

＼

1
7
8
尚
㍍
霊
（
尚
享
フ
ン
）

＼

2
0
1
無
下
溢
鏡
霊
（
滑
－
溢
ト
ナ
カ
レ
て
）

（
誓
「
師
説
」
に
関
し
て
は
、
注
は
同
書
第
二
章
「
平
安
初
期
の
漢
籍
訓
讃
語
の
推
声
第
六
節
「
訓
鮎
資
料
に
お
け
る
師
説
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
空
　
注
1
5
同
書
第
二
章
第
五
節
「
漢
籍
に
お
け
る
馨
鮎
附
の
和
訓
の
性
格
」
参
照
。

補
注
「
日
本
国
見
在
吉
目
録
」
に
、
1
文
選
砂
」
と
「
文
選
音
決
」
を
と
も
に
公
孫
羅
の
著
作
と
し
て
い
る
こ
と
と
、
蘭
書
の
文
選
依
拠
テ
キ
ス
ト
が
異
る
こ

と
を
め
ぐ
り
、
選
学
者
の
問
に
も
、
両
吉
の
撰
者
に
つ
い
て
末
だ
定
説
を
み
な
い
。
結
論
を
異
に
す
る
が
、
内
徴
に
よ
っ
て
作
者
を
推
定
し
た
も
の
に
、

次
の
論
が
あ
る
。

狩
野
充
徳
「
文
選
集
注
所
引
音
決
撰
者
に
つ
い
て
の
二
考
察
」
（
『
小
尾
博
士
琵
中
国
文
学
論
集
』
所
収
）

森
野
繁
夫
二
置
永
二
登
「
文
選
集
注
所
引
『
妙
』
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
中
国
学
会
報
」
2
9
集
）

文
選
巻
二
郎
鵠
謎
調
解
説



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

補
注藤
原
師
道
が
惟
宗
孝
言
に
つ
い
て
学
ん
だ
文
選
は
三
十
巻
本
で
あ
っ
た
と
そ
の
自
乗
に
見
、
芸
（
応
徳
二
年
十
二
月
廿
五
日
記
文
）
。
恐
ら
く
師
適
の
使

用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
院
政
初
期
加
点
本
の
本
書
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

付
記初
校
時
に
、
小
林
芳
規
先
生
の
校
閲
を
恭
く
し
、
数
々
の
不
達
を
御
重
教
戴
い
た
。
銘
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。




